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第１章 総則 

１－１ 調査等概要 

１－１－１  調査等名   室蘭管理事務所管内 のり面排水設計 

１－１－２  道路名    道央自動車道 

１－１－３  履行箇所   自）北海道二海郡八雲町（KP S226.5） 

                （緯度 42°26′33″・ 経度 140°25′22″） 
至）北海道登別市青葉町（KP S110.6） 

                （緯度 42°39′88″・ 経度 141°08′03″） 
 
１－１－４  主な履行内容 

       道路設計 現地踏査                １式 
       道路設計 用排水設計            ６．０９㎞ 
       道路設計 設計打合せ               １式 

附帯工設計 詳細図作成             １９枚 
       工事発注用図面作成 図面修正          ２０枚 
       工事発注用図面作成 数量計算          ２０枚 
 

１－２  適用する共通仕様書 

契約書第１条に規定する「調査等共通仕様書」（以下「共通仕様書」という。）は、令和 8 年７

月版とする。 

 

１－３  テクリスへの登録 

本業務は、「調査等における余裕期間制度」を適用しており、共通仕様書１－１２－４「テクリ

スへの登録」の規定によらず、下記のとおりとする。 

（１）受注時は、受注者が設定した業務の始期から１５日以内 

 

１－４  履行期間 

本業務は、共通仕様書１－１３「着手日等」の規定によらず、受注者の円滑な業務執行体制 

の確保を図るため、事前に技術者確保等の準備を行うことができる全体履行期間及び余裕期間 

を設定した業務であり、発注者が示した全体履行期間内（業務完了期限までの間）で、受注者 

が業務の始期（業務着手日）及び終期（業務完了日）を任意に設定することができる。なお、 

契約上の履行期間は、契約保証取得の日の翌日から受注者が設定した業務の終期までの期間と 

する。 

余裕期間内は、管理技術者、照査技術者又は現場作業責任者を設置することを要しない。また、 

業務着手以外の業務のための準備を行うことができるが、現地踏査や打合せを行ってはならない。 

  なお、余裕期間内に行う準備は受注者の責により行うものとする。 

 受注者は、落札者決定から１０日以内に、履行期間通知書(本特記仕様書様式－２)により、業務

の始期及び終期を発注者へ通知しなければならない。 
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    余裕期間（業務着手期限）：契約保証取得の日の翌日から６０日間（まで） 

    全体履行期間（業務完了期限）：契約保証取得の日の翌日から３９０日間（まで） 

   
１－５  資料の貸与 

共通仕様書１－１５－１「資料の貸与」に基づく貸与資料は、下表のとおりとする。なお、 

履行期間中業務においては貸与予定日であり、変更がある場合は別途監督員より通知する。 

貸与資料 調査等業務名 貸与予定日 備考 

平面図、横断

図、縦断図 
― 

契約締結後日の翌日 

より７日以内 

電子成果品 

(TIFF) 

用排水概略検 

討成果品 

・令和２年度北海道支社管内 のり面 

安定評価検討 

・令和３年度北海道支社管内 のり面 

安定評価検討 

契約締結後日の翌日 

より７日以内 

電子成果品 

(PDF) 

 

１－６  計画工程表 

１－６－１ 計画工程表の記載事項 
受注者は、共通仕様書１－１４－１「作業計画書の提出」(２) に示す作業計画書中の計画工 

程表（本特記仕様書様式－１）の作成にあたっては、下記の項目ごとに作業完了時期を明示し 
提出するものとする。受注者は、完了時期の明示にあたって、発注者または監督員が行う協議 

や共通仕様書１－２２「打合せ」に規定する打合せの実施時期についても十分検討し、計画工程 

表に記載するものとする。なお、作業単位の設定は、次を標準とするが記載する項目は監督員と 

受注者とで協議の上変更することができるものとする。 

設計種別 項 目 作業単位 備 考 

道路設計 用排水設計照査 基本条件整理  

流量計算書修正  

附帯工設計 詳細図作成等 

 用排水工詳細図作成 

図面  

数量  

詳細図作成等 

 進入路詳細図作成 

図面  

数量  

工事発注用図面作成 図面修正 図面修正、数量計算  

打合せ － －  

 

１－６－２ 計画工程表に基づく作業状況の報告 

受注者は共通仕様書１－２２「打合せ」に規定する打合せの実施時に、作業の実施状況を計 

画工程表に記載した上で監督員に報告をするとともに、共通仕様書様式第１－４号「調査等打 

合簿」に添付するものとする。 
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 なお、受注者は前項で規定した完了時期が著しく変更となる場合は、共通仕様書１－３１－ 

１「事前協議」に準じた協議のうえ、必要に応じ共通仕様書１－１４－３「変更作業計画書」 

に基づき変更計画工程表を監督員に提出するものとする。 

 

１－７  調査等打合簿の作成及び提出について 

受注者は共通仕様書１－２２「打合せ」にあたっては、打合せ前に打合せ項目を整理すると共 

に、打合せ終了後、速やかに共通仕様書様式第１－４号「調査等打合簿」を作成し監督員に記 

載事項についての確認を得るものとする。 

清書した打合簿は、電子メールによる伝達とし、受領者は受領欄に押印のうえで、発議者に 

電子メールで返信の上保管するものとする。 

 

１－８  工事記録情報の作成及び提出について 

（１） 共通仕様書１－４４－１「工事記録情報」に規定する「工事記録作成要領」は令和８ 

年７月版とする。 

（２） 受注者は工事記録収集システムへデータ入力完了後、「工事記録作成要領」に従って 

「工事記録情報 完了届」（本特記仕様書様式－３）を調査等完了届提出予定の２週間程度前ま 

でに監督員に提出するものとする。その後入力データの照査を受け、監督員が発行する「工事 

記録情報 チェック結果票」にて照査結果の通知を受けるものとする。照査の結果修正が生じ 

た場合は、監督員の指示に従い速やかに修正を行うものとする。 

  （３）工事記録収集システムに関する問合せ先は、当社が協定締結した「保全点検業務等の 

実施に関する協定」に規定する「保全情報管理員」とし、氏名等については別途監督員より通 

知する。 

 

１－９  三者協議会について 

本業務の成果による発注工事（以下「予定工事」という。）において発注者及び受注者並びに 

予定工事の受注者が協同して、設計の理念及び意図に関わる理解を深め、適切な工事目的物の 

完成に資するよう技術情報の確認及び交換を行うことを目的として「予定工事の品質確保を推 

進する設計施工協同連絡会議」（以下「三者協議会」という。）を開催する場合がある。 

三者協議会の実施は、本調査等業務の受渡し後に別途発注者及び受注者並びに予定工事の受 

注者とで協定を結ぶものとする。受注者の三者協議会の参加に要する費用については、協定書 

によるものとする。 

なお、本条項の記載により受注者の三者協議会への参加を義務付けるものではない。 

 

１－１０  ウィークリースタンスの取組み 

  ウィークリースタンスの取組みとは、受発注者間における仕事の進め方として、一週間にお 
ける受発注者間相互のルールや約束事、スタンスを目標として定め、計画的に業務を履行する 
ことにより、業務環境等を改善し、より一層魅力ある仕事、職場の創造に努めることを目的と 
した取組みであり、本業務において積極的に取組むこととする。 
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     取組み内容は、契約締結後の打合せにおいて監督員と受注者との協議の上実施する取組み事 
項を定め、工事打合簿を作成し相互に確認するものとする。 

   あらかじめ定めた取組み事項を実施できない事象が生じた場合の取扱いについては、その都 
度監督員と受注者と協議の上定めるものとする。 

 

１－１１ 生成ＡＩの利活用 

１－１１－１ 本業務での生成ＡＩの取扱い 

本業務において生成ＡＩを用いた成果品等を作成する場合には、利用範囲を受発注者間で協議 

するものとする。 

協議を踏まえ、受注者は「生成ＡＩ利活用計画書兼チェックリスト」（様式－４）を作業計画 

書に添付し、監督員に提出するものとする。 

なお、生成ＡＩを用いた成果品等とは、報告書・設計成果に直接影響するものとし、報告書本 

文の生成（要約・文章生成）、設計条件の整理・記述生成、発注者への提出書類等を想定してい 

る。 

１－１１－２ 生成ＡＩ利活用における情報漏えいリスク対策への留意事項 

受注者は作業計画書の作成にあたり、生成ＡＩを業務の履行に際して利活用する場合には情報 

漏えい防止対策の強化に関する事項に「生成ＡＩを利活用することによるリスク対策等」を明示 

する。 

１－１１－３ 生成ＡＩを用いた成果品等の留意事項 

受注者は、生成ＡＩを用いた成果品等が契約書第８条に定める特許権等の第三者の権利の対象 

となりうることに留意し、生成ＡＩを用いて作成した箇所又は生成ＡＩが成果品等の作成に実 

質的に寄与した箇所については、その旨を成果品等に明示することとする。特に画像等で生成Ａ 

Ｉを利用した場合には原則その旨の注釈をつけるものとする。 

１－１１－４ 機械可読性に配慮した成果品等の作成 

受注者は、成果品とりまとめ等にあたり、生成ＡＩ等が認識・解析しやすい形式となる 

よう配慮した報告書様式とするものとする。具体的には、以下の対応を含むものとする。 

(1) 報告書本体において、構造化された見出し体系や明確な章立ての検討 

(2) 図表への適切なキャプションやテキストの付与 

(3) 報告書の要旨、目次、結論等の主要部分について、マークダウン形式等の機械可読性の高い 

形式での概要資料の作成 

(4) データや図表について、可能な範囲で元データ(ＣＳＶ、ＪＳＯＮ 等)の提供。なお、業務 

の特性等により上記の対応が困難な場合は別途協議すること。 

１－１１－５ 生成ＡＩの利活用に要する費用 

生成ＡＩの利活用に要する費用は、諸経費（またはその他原価）に含むものとし、別途支払は 

行わないものとする。 
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第２章 業務細部に関する事項 

２－１ 詳細設計 
２－１－１ 用排水設計 

 用排水設計とは、共通仕様書５－３－３（９）、５－４－３（９）を準用し、設計種別はⅠ期線工

事完了後のⅡ期線部詳細設計とし過年度の業務報告書の対策Ⅰ箇所の排水機能強化対策の設計を行

うことをいう。 
（１）用排水設計の対象は、下記に示す区間とする。 

ＩＣ間 上下 ＫＰ 延長(km) 区分 備考 

八雲～国縫 下り S214.607KP～S213.533KP 1.074 急峻山地  

下り S212.595KP～S212.317KP 0.278 急峻山地  

下り S211.039KP～S210.524KP 0.515 急峻山地  

長万部～黒松内 J 上り S180.131KP～S179.917KP 0.214 急峻山地  

下り S180.127KP～S179.942KP 0.185 急峻山地  

上り S179.917KP～S179.781KP 0.136 急峻山地  

黒松内 J～豊浦 上り S165.575KP～S165.529KP 0.046 山地  

上り S165.396KP～S165.034KP 0.362 山地  

上り S165.034KP～S164.498KP 0.536 山地  

豊浦～虻田洞爺湖 下り S158.902KP～S158.749KP 0.153 山地  

上り S155.170KP～S154.839KP 0.331 山地  

上り S154.839KP～S154.731KP 0.108 山地  

上り S154.839KP～S154.716KP 0.123 山地  

伊達～室蘭 上り S127.180KP～S126.959KP 0.221 山地  

上り S126.894KP～S126.740KP 0.154 山地  

上り S124.184KP～S124.040KP 0.144 山地  

下り S123.165KP～S122.814KP 0.351 急峻山地  

下り S122.338KP～S121.867KP 0.471 急峻山地  

室蘭～登別室蘭 上り S119.533KP～S119.196KP 0.337 急峻山地  

上り S112.501KP～S112.151KP 0.350 山地  

 

 ２－２ 附帯工設計 

 ２－２－１ 詳細図作成 

 詳細図作成の設計区分と設計対象は次のとおりとする。  

設計区分 単位 数量 設計内容 備考 

詳細図作成 枚 10 用排水工構造物 難易度：簡単 

枚 9 進入路詳細図 難易度：簡単 
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 ２－３ 工事発注用図面作成 

  工事発注用図面作成とは、共通仕様書５－１１「工事発注用図面作成」の規定に従って作成する

ものをいい、図面の区分、成果品項目及び図面の修正率は次のとおりとする。  

種別 図面の区分 図面の修正率 図面の内容 枚数 数量計算 

図面修正 A 比較的複雑な

図面 

１０％未満 完成平面図 20 枚 

 

有り 

  

２－４ 設計打合せ 

 設計打合せは下記のとおり行うものとする。 

（１）打合せ場所は、原則として東日本高速道路株式会社北海道支社室蘭管理事務所で行うもの 

   とし、監督員が必要と認め指示したときは、オンライン方式により行うものとする。 

（２）当初打合せを除き打合せ回数は４回（当初打合せは現地踏査に含むものとし、別途支払は 

      行わない）とし、業務内容確認検査及び完了検査を含むものとする。なお、設計打合せを 
      行った場合には、その内容を速やかにまとめ双方で確認する事を原則とする。 

（３）設計打合せの検測数量は１式とし、履行状況により打合せ回数が増減しても、打合せ費用 

      の変更は行わないものとする。 

        なお、設計項目の追加または設計数量の著しい増減により、打合せ回数の変更が必要と 

      監督員が認め指示したときは、受注者はこれに従うものとし、打合せ費用の変更が必要と 

      認められるときは、その費用について監督員と受注者とで協議し定めるものとする。 

 

 ２－５ 成果品 

 本業務に関する成果品は、本特記仕様書の各項の他、共通仕様書の関連項目の規定によるも 

のとする。また、報告書の表紙は、黄色、黒文字製本とする。 

 

 ２－６ 交通費・宿泊費 

  交通費・宿泊費には、設計打合せ及び現地踏査に必要な交通費・宿泊費を含むものとし、設計 

項目及び数量が増減しても、原則として交通費・宿泊費の変更は行わないものとする。ただし、 

前項(３)により打合せ回数当の変更を監督員が指示した場合において、交通費・宿泊費の変更が 

必要と監督員が認めるときは、その費用について監督員と受注者とで協議と定めるものとする。 

  なお、打合せが対面式からオンライン方式に変更になった場合の費用については、別途監督 

員と受注者とで協議し定めるものとする。業務に大幅な変更が生じた場合、交通費・宿泊費の増 

減に伴う費用については、別途監督員と協議するものとする。 

  また、ウェブ会議システム等を活用して打合せを実施する場合の交通費・宿泊費についての取 

扱いは監督員と受注者とで協議の上決定するものとする。 
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２－７ 補足事項 

 ２－７－１ 設計図書の変更及び追加について 

 次に示す作業については、変更及び追加する予定があるので、作業にあたっては監督員の指 

示に従うものとする。なお、変更及び追加を行った場合の費用については、監督員と受注者と 

で協議し定めるものとする。 

（１）用排水工・工事用進入路の詳細図作成を追加する場合がある。 

（２）図面の修正内容により工事発注用図面作成を変更する場合がある。 

（３）施工計画検討を追加する場合がある。 

（４）のり面損傷箇所の詳細図作成を追加する場合がある。 

（５）工事用道路設計を追加する場合がある。 

 

   ２－７－２ クマ対策に係る費用 

   ２－７－２－１ 定義 

    クマ対策に係る費用とは、現場作業においてクマに襲われる事故を防止するために要した 

   費用をいう。 

 

  ２－７－２－２ 対象品目 

   クマ対策の対象品目は、下表に示すものとし、記載されたもの以外については、事前に 

  受注者と監督員の間で協議するものとする。 

品目 

クマ撃退スプレー、注意喚起看板、熊鈴、ラジオ、ホイッスル、ホーン、鏡、鳥獣害防除機器、

大音量スピーカー、低周波音スピーカー、サイレン、火薬銃、ロケット花火、獣除け線香、獣よ

けシート、忌避剤、赤外線カメラ、電気柵、監視カメラ 

  ただし、上記の継続使用にあたり必要となる電源に要する消耗品（電気料金、乾電池、発動発 

 電機の燃料等）は対象外とする。 

 

  ２－７－２－３ クマ対策実施報告書の提出 

  受注者は、クマ対策に係る費用を請求する場合は、クマ対策実施報告書を作成し、監督員 

 へ提出するものとする。 

 クマ対策実施報告書に記載する内容は、下記の事項とする。 

 ① クマ対策毎の実施数量及び実施期間 

 ② 実施状況が確認できる資料 

 ③ 支払実績が確認できる資料 

※ 熊撃退スプレー等の消耗品は、上記①～③の確認をもって使用前の購入品を費用計上できる

ものとする。 

 



室蘭管理事務所管内 のり面排水設計 設計工程表 (案)
(全体履行期間)    令和９年１月●日 ~ 令和１０年２月●日 (３９０日間)

1 設計業務 (実履行期間)     令和９年１月●日 ~ 令和９年１２月●日 (３３０日間)

10 20 30 10 20 30 10 30 10 20 30 10 20 30 10 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30
1.  余裕期間

2.  既往資料の確認・整理

3.  現地踏査

4.  用排水設計

5.  詳細図作成

6.  工事発注用図面作成_図面修正

7.  工事発注用図面作成_数量計算

8.  報告書作成

9.  監督員による報告書等確認

10. 照　　　査

11. 電子成果品作成

12. 設計打合せ

13. 業務検査

２ 貸与資料

10 20 30 10 20 30 10 30 10 20 30 10 20 30 10 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30
①平面図、横断図、縦断図 有 ・ 無 契約日以降
②用排水概略検討成果品 有 ・ 無 契約日以降

有 ・ 無 契約日以降
有 ・ 無 契約日以降
有 ・ 無 契約日以降
有 ・ 無 契約日以降
有 ・ 無 契約日以降
有 ・ 無 契約日以降

３ 関係機関協議

10 20 30 10 20 30 10 30 10 20 30 10 20 30 10 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30
①交差管理者協議 有 ・ 無 ○年○月 ~ ○年○月 発注者
　　　道路 有 ・ 無 ○年○月 ~ ○年○月 発注者
　　　河川 有 ・ 無 ○年○月 ~ ○年○月 発注者
　　　鉄道 有 ・ 無 ○年○月 ~ ○年○月 発注者
　　　用水路 有 ・ 無 ○年○月 ~ ○年○月 発注者
　　　排水路 有 ・ 無 ○年○月 ~ ○年○月 発注者
　　　水道 有 ・ 無 ○年○月 ~ ○年○月 発注者
　　　下水道 有 ・ 無 ○年○月 ~ ○年○月 発注者
　　　電力 有 ・ 無 ○年○月 ~ ○年○月 発注者
　　　電話 有 ・ 無 ○年○月 ~ ○年○月 発注者
②形式協議 有 ・ 無 ○年○月 ~ ○年○月 発注者
③警察協議 有 ・ 無 ○年○月 ~ ○年○月 発注者
④地元協議 有 ・ 無 ○年○月 ~ ○年○月 発注者
⑤その他懸案事項協議 有 ・ 無 ○年○月 ~ ○年○月 発注者

４ その他懸案事項

10 20 30 10 20 30 10 30 10 20 30 10 20 30 10 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30
①○○に関する技術的検討 有 ・ 無 ○年○月 ~ ○年○月 受注者
②○○に関する技術的判断 有 ・ 無 ○年○月 ~ ○年○月 発注者

５ 協議内容、結果等

６ 照査内容

20
3月 5月

20
6月

※作成上のポイント(記載内容は作成例であるため、共通仕様書及び特記仕様書の記載を確認の上作成すること)
 ①適切な工程管理(履行期間の確保)を図ることを目的とする。
 ②関連する調査業務や設計業務ならびに関係機関協議による資料入手や条件提示等の遅れが履行期間を圧迫
  することがないよう、資料入手・条件提示・対外協議の期限を明確化する。
 ③協議時期と内容(結果)を工程表に明示することにより、打合せ時期・内容に工程上の遅れがないか確認する。
 ④照査の時期と内容(結果)を工程表に明示することにより、作業の進歩状況に合致した照査作業が実施されてい
  るか確認する。
 ⑤本工程表は作業計画書に添付するとともに、発注者と受注者双方で共有し、適切な履行期間を確保することで
  設計ミスの防止、品質の確保を図る。
 ⑥なお、本書式は固定のものではない、上記趣旨を理解したうえで、各業務単位で工夫・改良を加えて利用する
  ことを基本とする。

※作成時の留意事項
 ①関係機関協議については該当事項をその都度記入のこと。
 ②協議待ちによる遅延の場合工程上のクリティカルを明示すること。
 ③工程計画に大幅な変更が生じた場合、協議時に発注者に提示し確認を行うこと。

【様式−１】

○月○日
①協議場所、出席者

②協議結果

○月○日
①協議場所、出席者

②協議結果

○月○日
①協議場所、出席者

②協議結果

○月○日
①協議場所、出席者

②協議結果

20

20

照査時期、照査内容、照査結果

照査
・照査時期：成果品納入前
・照査内容：
・照査結果：

協議内容経緯等

○月○日
①協議場所、出席者

②協議結果

○月○日
①協議場所、出席者

②協議結果

2月項  目 実施の有無 実施時期 対応者 1月 2月 4月

20

7月 8月

7月 8月2月

凡   例9月 １０月 11月 12月 1月

12月 1月 2月 凡   例9月 １０月 11月3月 4月 5月 6月項  目 実施の有無 実施時期 対応者 1月

貸与時期 12月 1月

20 20

2月 備   考7月 8月 9月 １０月 11月2月 3月 4月 5月 6月
項   目           

日   程 1月

計画準備項   目           
日   程 1月

貸与の有無

7月 備   考9月 １０月 11月 12月 1月 2月
20

3月2月 8月6月5月4月

↑

↑

業務内容確認検査 完了検査

照査



様式－2                   

令和  年  月  日 

 

東日本高速道路株式会社 北海道支社 

支社長  宮入 徹往    殿 

                                                住所 

                        会社名 

                        代表者                                                   

 

 

履行期間通知書 

 

   調査等名 室蘭管理事務所管内 のり面排水設計                               

 

標記について、発注者が示した全体履行期間内において業務の始期と終期を設定しましたので、  

通知します。 

 

記 

 

１．契約保証取得の日 

   令和  年  月  日 

 

２－１．発注者が設定した全体履行期間 

   令和  年  月  日 ～ 令和  年  月  日 （   日間） 

   (１．契約保証取得の日の翌日) 

２－２．発注者が設定した余裕期間 

   令和  年  月  日 ～ 令和  年  月  日 （   日間） 

   (１．契約保証取得の日の翌日) 

 

３－１．受注者が設定した業務の始期 

   令和  年  月  日 

３－２．受注者が設定した業務の終期 

   令和  年  月  日 

３－３．契約上の履行期間 

   令和  年  月  日 ～ 令和  年  月  日 （   日間） 

   (１．契約保証取得の日の翌日)   （３－２.受注者が設定した業務の終期） 



 

様式－3 

 

令和  年   月   日 

監督員 

         殿 

                   受 注 

                      管理技術者           

                                                   

 

工事記録情報 完了届 

 

下記の調査等名ついて、工事記録情報の作成が完了致しましたので提出致します。 

 

発 注 者 名 東日本高速道路㈱ 北海道支社 室蘭管理事務所 

調 査 等 名 室蘭管理事務所管内 のり面排水設計 

No.     工 種 名    工事情報(テーブル名)   数 量 

    

    

    

    

    

    

    

    

※発注時より履行内容に変更が生じる場合は、変更特記仕様書や変更数量表を添付する。 



区分 計画書記載内容（受注者記入） No. 確認項目・確認の視点 受注者チェック 発注者チェック 備考

1-1
生成AIを利用する目的・理由が具体的に記載されているか ☐ ☐

1-2
利用目的が本業務の内容と整合しているか ☐ ☐

1-3
再委託先がある場合、再委託先ごとの利用目的も記載されているか ☐ ☐

2-1
使用予定の業務工程（計画策定、設計案作成、報告書作成等）が明記されて
いるか ☐ ☐

2-2
対象とするデータ（入力するデータの種類・内容）が記載されているか ☐ ☐

2-3
作業の概要（どのようにAIを使うか）が具体的に記載されているか ☐ ☐

2-4
利用範囲について、発注者との協議を経た内容となっているか ☐ ☐

2-5
再委託先がある場合、再委託先ごとの利用範囲も記載されているか ☐ ☐

3-1
サービス名称と提供元（企業名）が明記されているか ☐ ☐

3-2
複数のLLMを用いるサービス（GaiXer、exaBase等）を利用する場合、そ
のサービス名が記載されているか ☐ ☐

3-3
利用形態（クラウド／オンプレミス等）が記載されているか ☐ ☐

3-4
再委託先がある場合、再委託先ごとの利用サービス名・利用形態も記載され
ているか ☐ ☐

4-1
個人情報の取扱い方針が記載されているか（原則入力しない旨の記載がある
か） ☐ ☐

4-2
個人情報を入力する場合、その理由・範囲・対策が明記されているか ☐ ☐

4-3
入力データがAI学習に利用されないための措置（オプトアウト設定等）が記
載されているか ☐ ☐

4-4
学習排除措置の根拠（サービスの設定・約款等）が具体的に示されているか ☐ ☐

4-5
再委託先がある場合、再委託先ごとの入力情報の取扱いも記載されているか ☐ ☐

生成AI利活用計画書 兼 確認チェックリスト

【記入・確認方法】受注者は「計画書記載内容」を記入し、各確認項目を自己確認（チェック欄に記入）してください。発注者は受注者の記載内容を確認（チェック欄に記入）してください。

3. 利用予定の生成AIサー
ビス名

生成AIを使用する範囲を具体的に記載してください。
・使用予定の業務工程（計画策定、設計案作成、報告書作成
補助等）
・対象とするデータ（種類・内容）
・作業の概要（どのようにAIを使うか）
・再委託先が利用する場合は、その利用範囲

入力情報の取扱いについて記載してください。
・個人情報は原則入力しない方針
・入力する場合の理由、範囲、対策
・入力データをAI学習に利用させない措置と根拠
・再委託先における取扱い

生成AIを利用する目的・理由を具体的に記載してください。
・本業務との関係
・期待する効果
・再委託先が利用する場合は、その目的1. 利用目的

2. 利用予定範囲

4. 入力情報の取扱い

利用予定の生成AIサービスについて記載してください。
・サービス名称／提供元
・利用形態（クラウド、オンプレミス等）
・複数のLLMを用いるサービスの場合も、そのサービス名
・再委託先が利用する場合は、利用サービス名・利用形態

様式ー４

1 / 2 生成AI利活用計画書



区分 計画書記載内容（受注者記入） No. 確認項目・確認の視点 受注者チェック 発注者チェック 備考

生成AI利活用計画書 兼 確認チェックリスト

【記入・確認方法】受注者は「計画書記載内容」を記入し、各確認項目を自己確認（チェック欄に記入）してください。発注者は受注者の記載内容を確認（チェック欄に記入）してください。

様式ー４

5-1
情報漏えい防止策（社内ポリシー、アクセス制限等）が記載されているか ☐ ☐

5-2
情報漏えい防止策の内容が具体的であり、実効性があると判断できるか ☐ ☐

5-3
生成AIの利用履歴の保存方法（保存期間・削除方針等）が記載されているか ☐ ☐

5-4
利用履歴の保存・管理に関する社内規定や契約サービスの約款等の根拠が示
されているか ☐ ☐

5-5
誤情報・誤解誘導リスクへの対応策（生成結果のレビュー体制等）が記載さ
れているか ☐ ☐

5-6
レビュー体制が形式的でなく、実際に機能する体制として記載されているか ☐ ☐

5-7
再委託先がある場合、再委託先ごとのリスク対策も記載されているか ☐ ☐

6-1
生成AIの利用に関する事前協議の実施有無が明記されているか ☐ ☐

6-2
協議済みの場合、協議に基づく条件・制限事項が具体的に記載されているか ☐ ☐

6-3
記載された条件・制限事項が発注者との協議内容と一致しているか ☐ ☐

6-4
未協議の事項がある場合、今後の協議予定が示されているか ☐ ☐

7-1
再委託先での生成AI利用の有無が確認・記載されているか ☐ ☐

7-2
再委託先で生成AIを利用する場合、その内容が本計画書（各項目）に反映さ
れているか ☐ ☐

7-3
継続的な見直し・報告の予定（業務終了後の報告等）が記載されているか ☐ ☐

8-1
生成AIを利用して作成した成果品等について、その旨を明示する方針が示さ
れているか ☐ ☐ ※生成AIによる生成物を成果品等の一部

とする場合

8-2
生成画像等を成果品等に使用する場合、生成AI利用の旨を注釈として付す方
針が記載されているか ☐ ☐ ※成果品等の一部に生成AI画像等を使用

する場合

8-3
第三者の権利（著作権等）への配慮が示されているか ☐ ☐ ※特に留意する業務の場合

8-4
機械可読性への配慮（構造化された見出し、図表へのキャプション付与等）
が考慮されているか ☐ ☐ ※成果品等とりまとめ時の協議事項とし

て確認

リスク対策を具体的に記載してください。
・情報漏えい防止策（社内ポリシー、アクセス制限等）
・利用履歴の保存方法、保存期間、削除方針と根拠
・誤情報／誤解誘導リスクへの検証・レビュー体制
・再委託先における対策

生成AIを利用して作成する成果品等の取扱いを記載してくだ
さい。
・生成AI利用の明示方法
・生成画像等への注釈
・第三者の権利への配慮
・機械可読性に配慮した成果品等の構成

発注者との協議状況を記載してください。
・事前協議の実施有無
・協議に基づく条件・制限事項
・未協議事項と今後の協議予定

7. その他

8. 成果品等に関する確認
（特記仕様書との整合）

その他の事項を記載してください。
・再委託先での生成AI利用の有無と反映状況
・継続的な見直し・報告の予定

・生成AIの利用にあたっては、情報セキュリティ、個人情報保護、公正性／正確性の確保に最大限留意してください。

6. 発注者との協議内容

・チェック欄は「☐：未確認」「☑：確認済」「−：該当なし」から選択してください。

【備考】
・本計画書は、作業計画書の添付資料として発注者に提出してください。
・発注者との協議により、記載内容の修正・追記を求められる場合があります。

5. リスク対策
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